
内　　　　　　　　　容 回数 曜日 講義時間 講　　　　師 講座開始日

A 20回 水 15:15～16:45
服部　和

神戸外国語大卒
10月14日

B 20回 土 17:00～18:30
市川　春季

日ユ協会愛知県連専任講師
10月17日

A 20回 木 15:15～16:45
服部　和

神戸外国語大卒
10月15日

B 20回 金 18:45～20:15
市川　春季

日ユ協会愛知県連専任講師
10月16日

初級、中級クラスの流れを受けて、ロシア語の
文章を読む上で必須の副動詞、形動詞の知識の
習得を目指します

20回 土 18:45～20:15
市川　春季

日ユ協会愛知県連専任講師
10月17日

ロシア語の初歩から始めるコースです。毎回、
受講生たちによる「皆に話したい」という発表
タイムが好評です

10回 隔週土 10:30～12:00
山崎タチアナ

サンクトペテルブルグ文化大卒
10月17日

A
やさしい言葉を用いて、ロシア語の表現力・聞
き取りなど総合力を高めます

20回 月 18:15～19:45
難波　忠清

日ユ協会愛知県連専任講師
10月12日

B
「アンナ・カレーニナ」をゆっくり読みながら
文法の復習をします

10回 隔週土 10:30～12:00
市川　春季

日ユ協会愛知県連専任講師
10月24日

A 初級文法クラスを終えた人を対象にします 20回 土 13:30～15:00
アリビーナ・ブレンコーワ

ユジノサハリンスク教育大学卒
10月17日

B
文法修了者を対象とした会話能力の向上をはか
ります

20回 火 13:30～15:00
山崎タチアナ

サンクトペテルブルグ文化大卒
10月13日

C 初級者を対象としたやさしい会話のクラスです 20回 水 18:45～20:15
山崎タチアナ

サンクトペテルブルグ文化大卒
10月14日

D
文法修了者を対象として日常会話の会話力・読
解力の向上をはかります

20回 土 15:15～16:45
アリビーナ・ブレンコーワ

ユジノサハリンスク教育大学卒
10月17日

начальный курс японского языка
（個人レッスンも相談に応じます）

20回 金 13:30～15:00
市川　春季　他

日ユ協会愛知県連専任講師
10月16日

受講料45,000円（10回クラスは22,500円）入学金10,000円【会員割引】ユーラシア協会会員は入学金50％、受講料15％割引

第18９期（2020年10月～2021年3月）　＜ロシア語講座受講案内＞

会
話
ク
ラ
ス

特別講座
基礎日本語

初めてロシア語を学ぶ人のための入門コース
学期末には簡単な会話ができるようになります

初級クラスの続きをおこないロシア語文法の中
核をなす名詞、形容詞の格変化の全体像の習得
を目指します

クラス

初
級

中
級

上級

ゆっくり楽しく

コース

ゼ

ミ

ナ
ー

ル
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日本ユーラシア協会とは
旧ソ連邦に住む諸国民との

相互理解と友好を進める

（旧）日ソ協会の統一した名

称です

愛知版 No.609

（ニュース、投稿は下記へ）
〒461-0004
名古屋市東区葵1-22-26
日本ユーラシア協会愛知県連合会

電話 052-932-7211

メールアドレス eurasia_aichi@yahoo.co.jp ホームページ http://nichiyu2015.webcrow.jp

８
月
１
日
（
土
）
午
後
６
時

か
ら
２
階
会
議
室
で
第
１
回
チ
ェ
ー

ホ
フ
愛
好
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

安
原
勝
彦
理
事
長
、
講
師
の

市
川
春
季
先
生
以
下
６
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

初
回
は
理
事
長
に
よ
る
開
会

の
挨
拶
の
あ
と
、
主
に
例
会
の

方
針
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
議
題
に
上
が
っ
た
の

は
、
次
回
の
開
催
時
期
に
つ
い

て
で
し
た
。

再
び
増
加
の
一
途
を
た
ど
る

新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
っ
て
、
情
勢
が
極

め
て
不
安
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

８
月
中
の
開
催
は
延
期
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
参
加
を
希
望
さ
れ
て
い

た
方
々
の
中
に
も
、
こ
の
コ
ロ

ナ
下
に
お
い
て
、
都
合
が
つ
か

ず
欠
席
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。

次
に
参
加
費
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
市
川
先
生
か
ら
教
材
と

し
て
「
子
犬
を
つ
れ
た
貴
婦
人
」

の
プ
リ
ン
ト
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
原
語
テ
キ
ス
ト
に
は
、
学

習
用
と
し
て
一
つ
一
つ
の
単
語

に
予
め
ウ
ダ
レ
ー
ニ
エ
（
ア
ク

セ
ン
ト
の
こ
と
）
が
付
け
ら
れ

て
い
て
、
読
み
や
す
く
、
音
読

も
し
や
す
い
も
の
で
す
。

も
っ
と
も
チ
ェ
ー
ホ
フ
愛
好

会
は
、
ロ
シ
ア
語
が
分
か
ら
な

く
て
も
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
や
ト
ル

ス
ト
イ
な
ど
の
ロ
シ
ア
文
学
に

興
味
が
あ
る
方
な
ら
、
誰
で
も

参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

輪
講
形
式
で
行
わ
れ
る
予
定

で
、
望
ま
れ
る
方
は
原
文
を
一

行
つ
づ
音
読
し
、
訳
を
付
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ご
自
分
で
訳
さ
れ
て
も
、
市

販
の
訳
本
な
ど
を
使
わ
れ
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

話
し
合
い
の
結
果
、
例
会
は

月
２
回
、
第
２
土
曜
日
と
第
４

土
曜
日
、
午
後
５
時
か
ら
６
時

30
分
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
費
は
１
回
ご
と
５
０
０

円
で
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

（
新
宅
翁
典
）

チ
ェ
ー
ホ
フ
愛
好
会
発
足

10
月
31
日
、
11
月
１
日

愛
知
民
主
会
館
２
階
大
会
議
室
に
て

第
76
回
ロ
シ
ア
語
能
力
検
定
試
験

前
回
、
第
75
回
ロ
シ
ア
語
能

力
検
定
試
験
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
流
行
の
為
、
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
第
76
回
は
感

染
防
止
対
策
を
十
分
と
っ
た
う

え
で
10
月
31
日
（
土
）
と
11
月

１
日
（
日
）
に
行
い
ま
す
。

日
程

10
月
31
日
（
土
）

10
時
～

2
級

14
時
～

4
級

11
月
１
日
（
日
）

10
時
～

1
級

14
時
～

3
級

申
込
期
間

８
月
15
日
（
土
）
～

９
月
15
日
（
火
）

日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
愛
知

県
連
窓
口
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

コ
ン
ビ
ニ
端
末
か
ら
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
。

検
定
料

4
級

５
０
０
０
円

3
級

６
０
０
０
円

２
級

７
０
０
０
円

１
級

７
０
０
０
円

合
格
発
表

12
月
16
日
（
水
）

ま
た
、
検
定
試
験
に
合
わ
せ

て
３
級
、
４
級
受
験
対
策
講
座

を
10
月
18
日
（
日
）
に
愛
知
民

主
会
館
３
階
ロ
シ
ア
語
教
室
で

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
各
講
座
と
も
県

連
ロ
シ
ア
語
講
座
受
講
生
１
０

０
０
円
、
一
般
２
０
０
０
円
で

す
。
申
し
込
み
締
め
切
り
は
10

月
15
日
（
木
）
17
時
で
す
。
２

名
以
上
で
開
講
し
ま
す
。

４
級
対
策

10
時
～
12
時

市
川
春
季
講
師

３
級
対
策

13
時
～
15
時

山
崎
タ
チ
ア
ナ
講
師

９
月
か
ら
月
２
回
開
催

「
子
犬
を
つ
れ
た
貴
婦
人
」
を
輪
講
形
式
で

「2020あいち・平和のための戦争展」中止に

８月13日から16日まで名古屋市東区の

「矢田市民ギャラリー」で開催を予定し

ておりました「２０２０あいち・平和の

ための戦争展」は、コロナウイルス感染

症第２波の感染拡大により、8月6日に愛

知県独自の緊急事態宣言が発出され、

「戦争展」実行委員会の判断でやむなく

中止することとなりました。

日本ユーラシア協会愛知県連では「２

０２０あいち・平和のための戦争展」開

催に向けて昨年9月から準備を進めてき

ました。シベリア出兵とイワノフカ事件、

日露平和条約と領土問題、シベリア抑留

問題の3つのテーマについて展示を行う

予定でした。展示内容については、県連

機関紙６月号、７月号、８月号で紹介し

てきました。また「戦争展」実行委員会

によるバーチャル展示（ユーラシア協会

の展示も含む）も行われますので是非ご

覧ください。
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「
シ
ベ
リ
ア
に
逝
き
し
４
６

３
０
０
名
を
刻
む
ー
ソ
連
抑
留

者
名
簿
を
つ
く
る
」

村
山
常
雄
著

七
つ
森
書
館

２
０
０
９
年
８
月
15
日
発
行

２
０
０
０
円
+
税

♦
♢
♦
♢
♦
♢
♦
♢
♦
♢
♦

小
序

歴
史
記
録
の
金
字
塔

鎌
田

慧

「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
60
万
、

そ
れ
ら
の
人
た
ち
の
体
験
は
お

な
じ
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
60
万

例
、
ま
っ
た
く
別
個
の
体
験
だ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
、
故

郷
や
家
族
を
思
い
な
が
ら
、
つ

い
に
日
本
の
土
を
踏
め
な
か
っ

た
無
念
の
死
者
は
、
６
万
前
後

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と

り
ひ
と
り
の
死
に
こ
だ
わ
り
つ

づ
け
た
の
が
、
こ
の
「
シ
ベ
リ

ア
に
逝
き
し
４
６
３
０
０
名
を

刻
む
」
で
あ
る
。

4
万
６
３
０
０
人
。

こ
れ
は
70
歳
か
ら
パ
ソ
コ
ン

を
は
じ
め
、
何
度
も
ロ
シ
ア
の

地
を
訪
ね
、
10
年
が
か
り
で
入

手
し
た
、
死
亡
者
名
簿
を
反
訳
、

整
理
し
た
村
山
さ
ん
の
デ
ー
タ
ー

ベ
ー
ス
に
記
録
さ
れ
た
人
名
で

あ
る
。
村
山
さ
ん
は
、
そ
れ
を

「
死
亡
者
総
数
の
最
低
値
」
と

い
う
。
こ
れ
以
外
の
死
者
は
、

い
ま
だ
名
乗
り
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
名
簿
の

空
白
は
、
シ
ベ
リ
ア
の

土
中
の
暗
闇
そ
の
も
の

で
あ
る
。

名
前
の
確
定
は
人
間

性
の
回
復
だ
っ
た
。
こ

の
膨
大
な
仕
事
は
、
国

家
に
関
係
な
く
、
自
己

犠
牲
的
な
個
人
の
営
為
だ
っ
た
。

そ
の
村
山
さ
ん
が
こ
う
主
張
し

て
い
る
。

「
シ
ベ
リ
ア
の
凍
土
に“
埋

葬
”
と
い
う
名
で
放
置
さ
れ
、

い
ま
だ
氏
名
さ
え
も
明
か
さ
れ

ぬ
無
言
の
兵
士
た
ち
幾
万
。

『
シ
ベ
リ
ア
抑
留
』
は
、
そ
の

全
解
明
に
な
お
遠
く
、
そ
の
事

後
処
理
も
不
十
分
で
あ
り
未
完

で
あ
る
事
実
に
、
国
と
そ
の
構

成
員
た
る
わ
れ
ら
自
身
が
い
ま

こ
そ
立
ち
ど
ま
り
正
対
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
」

♦
♢
♦
♢
♦
♢
♦
♢
♦
♢
♦

は
し
が
き

死
者
は
一
人
ひ
と
り
ね
ん
ご

ろ
に
、
そ
の
固
有
の
名
を
読
ん

で
弔
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ

の
人
た
ち
を
「
名
も
な
き
兵
士
」

や
「
無
名
戦
士
」
と
虚
飾
し
て
、

人
類
史
の
襞
に
埋
め
戻
す
非
礼

は
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
名
を
呼
び
、
問

い
か
け
、
そ
の
声
を
聴
く
。
そ

ん
な
真
心
を
こ
め
た
祈
り
こ
そ

が
、
真
の
「
弔
問
」
で
あ
り

「
慰
霊
」
と
な
り
、
弔
問
者
自

身
と
そ
れ
を
含
む
国
と
社
会
の

再
生
を
促
す
力
と
も
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
１
章

い
ま
、
な
ぜ
抑
留

死
亡
者
名
簿
か

す
べ
て
戦
争
犠
牲
者
名
簿
は
、

第
一
義
的
に
か
け
が
え
な
い
人

間
一
人
ひ
と
り
の
無
念
と
命
の

尊
さ
を
、
重
く
そ
の
固
有
の
氏

名
に
刻
ん
で
歴
史
に
残
す
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２
章

シ
ベ
リ
ア
抑
留
と

そ
の
違
法
性

１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）

８
月
、
第
２
次
大
戦
終
結
時
、

連
合
国
間
の
取
り
決
め
に
よ
り

ソ
連
軍
占
領
地
域
と
さ
れ
た
満

州
（
中
国
東
北
部
）
、
関
東
州

（
遼
東
半
島
）
、
北
朝
鮮
、
南

樺
太
お
よ
び
千
島
列
島
に
お
い

て
、
敗
戦
を
迎
え
武
装
解
除
さ

れ
た
日
本
軍
将
兵
（
一
部
民
間

人
を
含
む
）
60
万
余
が
、
ソ
連

の
独
裁
的
権
力
者
ス
タ
ー
リ
ン

の
指
令
に
よ
り
、
軍
事
捕
虜
と

し
て
ソ
連
領
（
一
部
は
モ
ン
ゴ

ル
な
ど
）
に
抑
留
さ
れ
労
働
を

強
制
さ
れ
た
結
果
、
６
万
余
の

尊
い
犠
牲
者
を
輩
出
す
る
悲
劇

を
生
ん
だ
。

一
般
に
こ
の
事
実
は
、
象
徴

的
な
意
味
に
お
い
て
”
シ
ベ
リ

ア
抑
留“

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
地
理
的
範
囲
は

た
ん
に
シ
ベ
リ
ア
の
み
で
な
く
、

極
東
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
と
す
る

広
大
な
ソ
連
領
の
ほ
と
ん
ど
全

域
に
及
び
、
そ
こ
に
わ
が
国
史

上
最
大
多
数
の
同
胞
が
集
団
的

に
拉
致
さ
れ
、
し
か
も
戦
争
終

結
後
の
平
時
に
お
い
て
、
長
期

間
（
大
部
分
は
4
年
以
内
、
最

長
11
年
間
）
に
わ
た
り
抑
留
さ

れ
、
多
数
の
死
を
も
た
ら
し
た

歴
史
的
事
件
で
あ
る
が
、
こ
の

悲
劇
の
発
端
は
、
ま
ず
ソ
連
に

よ
る
国
際
条
約
無
視
の
不
法
な

対
日
参
戦
に
あ
っ
た
こ
と
を
強

調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
１
９
４
１
（
昭

和
19
）
年
4
月
に
締
結
さ
れ
、

５
年
と
定
め
ら
れ
た
「
日
ソ
中

立
条
約
」
の
有
効
期
間
中
に
、

ソ
連
は
こ
れ
を
一
方
的
に
破
棄

し
、
突
如
と
し
て
満
州
（
中
国

東
北
部
）
・
朝
鮮
・
千
島
・
樺

太
等
に
駐
屯
す
る
日
本
軍
攻
撃

の
挙
に
出
た
の
で
あ
る
。

近
代
国
家
に
お
い
て
は
た
と

え
交
戦
中
で
あ
っ
て
も
、
ま
し

て
や
停
戦
後
、
さ
ら
に
終
戦
後

は
も
ち
ろ
ん
、
捕
虜
と
さ
れ
た

も
の
に
対
し
て
は
そ
の
生
命
と

人
権
を
保
障
し
、
自
国
の
軍
隊

並
み
の
給
与
を
行
い
、
一
定
の

労
働
を
求
め
る
ほ
か
精
神
的
・

肉
体
的
苦
痛
を
課
し
て
は
な
ら

な
い
と
す
る
の
が
、
国
際
法
の

規
定
で
あ
り
近
代
国
家
間
の
常

識
で
あ
る
。

し
か
し
ス
タ
ー
リ
ン
の
ソ
連

は
全
く
こ
れ
を
無
視
し
た
。
す

な
わ
ち
満
州
（
中
国
東
北
部
）

等
の
占
領
地
域
に
お
い
て
捕
獲

し
た
日
本
人
を
、
自
国
領
土
の

受
け
入
れ
条
件
未
整
備
の
地
に

強
制
移
送
し
、
酷
寒
と
劣
悪
な

衣
食
住
環
境
の
中
に
投
入
し
て
、

し
か
も
労
働
を
強
制
し
た
。
そ

れ
は
捕
虜
に
対
す
る
前
近
代
的

な
奴
隷
的
処
遇
と
い
う
べ
く
、

そ
こ
に
酷
寒
・
飢
餓
・
重
労
働

の
極
限
状
況
、
世
に
い
う
”
シ

ベ
リ
ア
三
重
苦“

の
世
界
を
現

出
さ
せ
た
。

抑
留
当
初
８
か
月
間
の
死
者

発
生
状
況

１
９
４
５
年

９
月

１
３
５
名

10
月

８
０
３
名

11
月

２
２
７
５
名

12
月

４
５
１
９
名

１
９
４
６
年

１
月

６
８
７
６
名

２
月

５
５
０
８
名

３
月

３
９
２
９
名

４
月

２
３
３
５
名

１
９
９
１
年
４
月
、
「
捕
虜

収
容
所
に
収
容
さ
れ
て
い
た
者

に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ソ
連

邦
政
府
と
の
間
の
協
定
」
が
締

結
さ
れ
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統

領
は
持
参
し
た
３
万
８
０
０
０

人
の
「
ソ
連
抑
留
死
亡
者
名
簿

を
日
本
政
府
に
提
出
し
た
。

１
９
９
３
年
10
月
11
日
、
ロ

シ
ア
大
統
領
エ
リ
ツ
ィ
ン
訪
日

「
日
本
か
ら
の
墓
参
に
全
面

的
に
協
力
す
る
し
、
遺
骨
の
発

掘
と
か
日
本
へ
の
輸
送
と
い
う

面
に
つ
い
て
も
全
力
を
尽
く
し

た
い
。
ロ
シ
ア
国
民
を
代
表
し

て
、
こ
の
非
人
間
的
な
行
為
に

対
し
て
謝
罪
の
意
を
表
明
す
る
」

し
か
し
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領

の
謝
罪
は
、
具
体
的
な
問
題
解

決
策
に
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
。

加
害
の
事
実
を
認
め
心
底
謝
罪

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に

誠
実
な
「
償
い
」
へ
の
決
意
表

明
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
る
に
エ
リ
ツ
ィ
ン
氏
に
は
そ

れ
が
な
か
っ
た
。

第
３
章

シ
ベ
リ
ア
抑
留
に

お
け
る
大
量
死
の
実
態

現
在
の
常
識
か
ら
は
想
像
困

難
で
あ
ろ
う
が
、
抑
留
開
始
後

数
か
月
間
の
兵
士
た
ち
の
体
力

と
健
康
度
は
、
一
部
の
例
外
を

除
け
ば
、
特
に
下
級
兵
士
に
お

い
て
一
様
に
数
十
歳
分
加
齢
し

た
ほ
ど
に
落
ち
て
い
た
と
私
は

考
え
て
い
る
。

最
下
級
で
あ
る
二
等
兵
の
私

が
最
初
の
分
所
に
入
所
し
た
の

は
19
歳
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）

年
10
月
だ
っ
た
が
、
ひ
と
月
後

の
11
月
の
身
体
検
査
で
、
後
姿

で
軍
医
の
指
に
つ
ま
ま
れ
た
私

の
尻
の
皮
は
４
～
５
セ
ン
チ
も

伸
び
て
、
す
で
に
老
人
同
然
の

退
化
を
示
し
た
し
、
ま
た
こ
の

時
期
、
私
も
同
僚
も
歩
行
途
中

に
よ
く
転
ん
だ
。
１
セ
ン
チ
程

度
の
小
石
や
親
指
ほ
ど
の
小
枝

に
つ
ま
ず
い
て
、
そ
の
た
び
に

転
ぶ
の
で
あ
る
。
や
せ
さ
ら
ば

え
た
枯
れ
木
の
ご
と
き
肉
体
と
、

そ
の
痩
体
を
支
え
る
筋
肉
が
す

で
に
底
を
つ
い
て
い
た
の
だ
。

関
東
軍
は
、
敗
戦
（
１
９
４

５
年
８
月
15
日
）
直
前
の
７
月

10
日
以
降
８
月
14
日
ま
で
に
、

在
満
邦
人
の
う
ち
18
歳
以
上
45

歳
以
下
の
男
性
の
ほ
と
ん
ど
全

員
約
20
万
人
、
一
説
に
は
５
月

以
降
で
25
万
人
を
召
集
し
国
境

付
近
に
は
り
つ
け
た
。
し
か
も

彼
等
に
は
す
で
に
小
銃
も
帯
剣

も
支
給
さ
れ
ず
、
ろ
く
な
被
服

と
て
な
い
徒
手
の
兵
隊
だ
っ
た
。

そ
し
て
愚
挙
と
も
い
え
る
こ

の
員
数
合
わ
せ
の
「
根
こ
そ
ぎ

動
員
」
に
よ
り
、
満
州
（
中
国

東
北
部
）
の
日
本
人
居
留
民
社

会
、
特
に
開
拓
団
に
は
高
齢
者
・

女
性
・
子
供
だ
け
が
取
り
残
さ

れ
る
離
散
状
態
が
現
出
し
、
ま

も
な
く
深
刻
な
二
重
悲
劇
が
お

と
ず
れ
る
。

旧
満
州
（
中
国
東
北
部
）
と

そ
の
地
続
き
の
大
地
に
繰
り
広

げ
ら
れ
た
離
散
家
族
を
襲
う
二

重
の
悲
劇
。
か
た
や
国
家
権
力

に
よ
り
に
わ
か
に
戦
線
に
送
り

込
ま
れ
、
そ
の
果
て
捕
ら
え
ら

れ
シ
ベ
リ
ア
に
移
送
さ
れ
て
死

に
至
る
男
た
ち
、
か
た
や
一
家

の
支
柱
を
失
い
関
東
軍
よ
り
も

見
放
さ
れ
、
た
ち
ま
ち
戦
乱
の

荒
野
に
無
残
な
彷
徨
を
強
い
ら

れ
る
老
幼
婦
女
子
の
群
れ
。

こ
れ
が
傀
儡
国
家
「
満
州
」

を
め
ぐ
る
日
ソ
戦
争
で
あ
り
、

戦
争
の
む
ご
た
ら
し
い
帰
結
で

あ
っ
た
。

コロナ対応カンパ
（8月11日現在）

協力者数 65人

協力金額 902,550円

たくさんの方々からカンパを

お寄せいただき、ありがとうご

ざいました。

あ
い
ち
・
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

展
示
資
料
の
紹
介
（
そ
の
３
）

長
野
県
上
田
市
に
あ
る
、
戦

争
で
亡
く
な
っ
た
画
学
生
た
ち

の
作
品
を
展
示
す
る
美
術
館

「
無
言
館
」
。
遺
族
か
ら
集
め

た
所
蔵
品
訳
１
３
０
点
を
紹
介

す
る
展
覧
会
が
、
三
重
県
四
日

市
市
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
若
者
た
ち
が
「
生
き
た
証
」

と
し
て
残
し
た
作
品
は
、
妻
や

恋
人
、
故
郷
の
山
河
な
ど
日
常

的
な
風
景
で
し
た
。

２
０
１
８
年
に
県
連
主
催
で

「
無
言
館
」
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー

を
計
画
し
ま
し
た
が
、
参
加
者

が
予
定
数
ま
で
集
ま
ら
ず
、
実

施
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。今

回
は
四
日
市
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

戦
後
75
年
、
戦
争

の
こ
と
を
知
る
人
た
ち
が
ま
す

ま
す
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、
非
人
間
性
を

多
く
の
若
者
達
に
伝
え
、
二
度

と
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う

な
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
次
の

世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

観
覧
料

一
般

１
０
０
０
円

高
・
大
生

８
０
０
円

中
学
生
以
下

無
料

開
館
時
間

９
時
半
～
17
時

休
館
日

月
曜
日
（
祝
祭
日
の

場
合
は
翌
平
日
、
た
だ
し
８
月

11
日
・
31
日
は
開
館
）

～
戦
没
画
学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

無
言

館

展

７
月
18
日
（
土
）
～
９
月
６
日
（
日
）

そ
ら
ん
ぽ
四
日
市
（
四
日
市
市
立
博
物
館
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
問
題

10
月
31
日
（
土
）
14
時
開
演

宗
次
ホ
ー
ル
に
て

ロ
シ
ア
の
ゴ
ー
リ
キ
ー
（
現

ニ
ジ
ニ
ー
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
）
生

ま
れ
。
モ
ス
ク
ワ
の
グ
ネ
ー
シ

ン
特
別
音
楽
学
校
と
グ
ネ
ー
シ

ン
音
楽
大
学
（
現
ロ
シ
ア
音
楽

ア
カ
デ
ミ
ー
）
で
ウ
ラ
ジ
ー
ミ

ル
・
ト
ロ
ッ
プ
に
師
事
。
１
９

９
２
年
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
開
催

さ
れ
た
第
4
回
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・

フ
リ
プ
セ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で

の
優
勝
後
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
公
演
を

行
う
。

２
０
０
６
年
か
ら
は
毎
年
京

都
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
う
な
ど
、

精
力
的
な
演
奏
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

第
10
番

ト
長
調

O
p.
14
-2

第
15
番

ニ
長
調

O
p
.
2
8

《
田

園
》

第
29
番

変
ロ
長
調

O
p
.
1
0
6

《
ハ
ン
マ
ー
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
》

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ

全
32
曲
全
曲
演
奏
第
７
回

イ
リ
ー
ナ
・
メ
ジ
ュ
ー
エ
ワ

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル


